


６月の行事予定
※コロナウイルス感染症の影響により、行事等が流動的
で変更になる場合がございますのでご了承ください。

１ 月 体育祭予備日 衣替え完全実施
雨天時：月曜授業

２ 火 ＰＴＡ挨拶運動(2)（五里合）
※男鹿地区少年保護育成メンバーの方々と合同

３ 水 英検ＩＢＡ（２、３年）

５ 金 月曜授業（※月曜日が授業の時、金曜授業）

１８ 木 ２年幼稚園訪問(1)
１９ 金 ２年幼稚園訪問(2)
２０ 土 ※市郡中総体は７月へ変更予定

２２ 月 授業日

２４ 水 職員会議 部活動なし

２５ 木 学校納金振替日 生徒会各委員会(2)

２６ 金
小中連携代表者会議
スクールカウンセラー来校

３０ 水 ※前期中間テストは７月２０日(月)へ

男鹿潟上南秋中学校総合体育大会

日程等の変更のお知らせ
全国大会や県大会は、中止になりましたが、現在、男

鹿潟上南秋の地区大会は日程等を変更し、７月に実施す
る方向で検討中です。なお、会場等も調整中です。

【競技ごとに検討中】７月上旬、または中旬の週末

【変更前の日程】６月２０、２１日

５月の潟中Topics
◆ＰＴＡ役員・専門部員の紹介

◆１２日 朝のあいさつ運動 今年度はＰＴＡ総会、学級・学年ＰＴＡ、総務・
男鹿警察署の近藤さん、宮沢駐在署の 専門部会が、残念ながら実施できませんでした。事
勝田さん、そして、男鹿地区少年保護 前に役員の協力を依頼したところ、多数の連絡をい
育成メンバーの方々が、早朝から潟中 ただきました。その上で、旧ＰＴＡ役員等の方々の
へあいさつ運動にお越しくださいまし 協力も得て役員選出となりました。各専門部の部長
た。潟中生の立ち止まってする丁寧で ・副部長は次の方々です。よろしくお願いします。
元気なあいさつに、みなさん驚き感心 ※◎部長○副部長（ ）内は生徒名 敬称略
していました。今年度は、原則、毎月 ☆学年部長
第１火曜日にこの活動を行う予定です。 ◎３年 佐藤 勝（美夢）◎２年 加藤 千津子（優詩）
ぜひ、お時間がある方は、潟中まで足 ◎１年 加藤 恵美（美空琉）
を運び運動にご参加ください。 ▲男鹿地区少年保護育成メンバー ☆研修部

◎滝川 裕子(３年 柊)
◆１５日 いじめゼロ集会 ○鈴木 美津子(２年 修斗）○鎌田 麻友子(１年 楽翔）
いじめについて、アンケート結果、定義、過去の ☆環境部

事例などを学習し理解を深め、自分たちの行動を振 ◎中田 美芳(３年 伊咲)
り返りました。いじめは悪いこ ○吉田 めぐみ(３年 智就)○小貫 真琴(２年 柚乃)
と、絶対しないと全員で確認し、 ☆保体部
終わりに、「潟中いじめゼロ宣 ◎加藤 智幸(３年 悠乃)
言」をしました。互いに尊重し ○西方 真澄(３年 姫真凜)○佐藤 里美(２年 愛優)
合い、相手の気持ちを考えて行 ☆校外指導部
動することが、防止につながる ◎渡部 淑子(３年 雪和)
ことを共通理解しました。 ○小玉 早織(３年 颯太) ○小玉 さおり(２年 蓮)

潟中ＤＡＹＳ更新中のお知らせ
潟西中のホームページ内
「潟中ＤＡＹＳ」を随時更
新し、学校生活や行事の様
子など学校のホットな情報
を発信中です。 「潟西中」
で検索するとトップにホー
ムページが表示されますの
で、左下の「潟中ＤＡＹ
Ｓ」をクリックしてご覧く
ださい。

体育祭に向けて準備しています
スローガン「巻き起こせド派手な走乱お金で買えない○○」の

もと、体育祭に向けて、生徒が一丸となって準備
や練習に励んでいます。チームごとの色別オリジ
ナルＴシャツも完成間近です地域の方々や保護者
に、生徒の一生懸命な姿を披
露できず残念な限りですが、
生徒の活躍は「潟中ＤＡＹＳ」
「学年・学級通信」でも紹介
しています。写真等で活躍の
様子をご覧ください。 ▲Ｔシャツ作りの様子 ▲プログラムの表紙

よりよい潟中を目指して ～生徒総会～
生徒会のスローガン「限界突破 Laugh but Win!」が紹介さ
れました。これには、「一人一人が自分の限界を突破して、どん
な場面でも笑った人が勝ち」という意味が込められています。生
徒会長からは、「行動や行事等が制限されている今、こんな時こ
そ笑顔で、不安に負けずに自分の目標に向かって突き進み、冷静
に行動しましょう。」と力強い言葉がありました。また、各専門
委員会委員長からの活動の説明に対し、活発な意見交換が行われ
ました。今後、
各専門部の活動
計画に従って、
一人一人が責任
をもって、より
よい学校づくり
に参画します。

花いっぱい笑顔いっぱい
道村町内の鈴木さんや水保全友の会のみ
なさんをお招きし、プランター植栽を行い
ました。植え方のコツなどを教わりながら、
交流を深めました。ベゴニアの花の色を学
年ごとに変え、一つのプランターに２株ず
つ植えました。
終わりに、鈴木さんからは、潟中生の素

直で一生懸命な姿を褒めていただき、「こ
れからが大事。花は手をかけ、愛情をかけ
た分だけ、必ず応えくれる。」というお言
葉をいただきました。現在、生徒は丁寧な
水やりを継続しています。本校にお越しの
際は、前庭を彩って咲いている、三色のベ
ゴニアをぜひご覧ください。 ▲道村町内水保全友の会の方々


